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北西方・②

２期目を迎えるにあたり、私は今
まで以上に地域や市民の皆様に寄り
添い子ども達の健全な育成のために、
信頼に値する様、真摯に働きます。

吉
よしふじ

藤　洋
よ う こ

子 東方・①

私の目標とするもの、まずは農業の
活性化のため農畜産の発展に努め
道路整備、福祉の充実に努め小林
市民のため精いっぱい頑張ります。

内
うちのくら

ノ倉　利
としはる

春

真方・③

故郷の将来を真剣に考える子育て
世代の代弁者として、急激に進む
少子高齢化、人口流出問題等最重
要課題に全力で取り組みます。

原
はら

　勝
かつのぶ

信 水流迫・②

「令和」という新しい時代を迎え、
益々進む少子高齢化での医療、福
祉、教育、産業対策など、諸問題
に全力で取り組んで参ります。

西
にしがみ

上　隆
たかし

細野・③

 「働く人に希望を！子どもに未来
を！高齢者に生きがいを！」を
モットーに現場に足を運び、市民
目線で本市の課題に取り組みます。

鎌
か ま た

田　豊
とよかず

数 南西方・③

人口減少に伴う経済・産業・自治
への危機感が強まるなかで、今回
の無投票という結果を深刻に受け
止め議会改革を断行いたします。

下
しもおき

沖　篤
あ つ し

史

紙屋・④

今こそ弱者を助ける政治が必要で
す。安心して暮らせる小林市を目
指し、皆さんの声に耳を傾け、市民
の立場で考え提案し行動します。

大
おおさこ

迫　みどり 堤・③

この小林で「ずっと、安心して、
暮らしたい」という誰しもが抱く
思いをかなえるために、最大限の
努力をしてまいります。

森
も り た

田　哲
てつろう

朗

北西方・⑤

幸い健康にも恵まれ市議会議員５
期目を迎えました。市民の福祉向
上と市政発展のため、初心を忘れ
ず全身全霊、頑張ります。

溝
みぞぐち

口　誠
せ い じ

二 東方・⑤

年金が減り、国保税や介護保険料
等の負担も大きく生活できないと
の声が。消費税増税は更なる負担
増になるため、負担軽減を求める。

時
ときとう

任　隆
りゅういち

一

紙屋・⑥

議員として野尻町時代から６期目
に入ります。今までの経験を生か
し、市政繁栄、産業の振興策の推
進、住民福祉の向上に努めます。

杉
すぎもと

元　豊
と よ と

人

真方・④

小林市議会史上初めての無投票当
選。私としては非常に残念であり
ます。結果が出た以上市民の代弁
者として、市民目線で活動します。

髙
た か の

野　良
よしふみ

文 三ケ野山・⑤

合併から９年、小林はひとつ。
４期 16 年の経験を活かして郷土
を担う子ども達のために頑張りま
すのでよろしくお願いします。

坂
さかした

下　春
はるのり

則

細野・①

新しい視点に立ち、夢と希望を持
てる子育ての環境、高齢者の方々
に優しいまちづくりを目指し、全
力で取り組んでいきます。

押
おうりょうじ

領司　剛
つよし

三ケ野山・①

市民の健康と暮らしを守るため、
そしてまちづくり・人づくりの基
である教育の充実を目指して日々
活動してまいります。

三
み よ し

好　彰
あきのり

範

南西方・①

二元代表制により直接選挙で選ば
れる意味をしっかりと理解し市民
の意見に耳を傾け探求し、市政発
展と財政の健全化を目指します。

貴
き じ ま

嶋　憲
けんたろう

太郎 細野・①

市民の目線で、皆様が元気で、安
心・安全に暮らせるまちづくりの
ために、皆様の一番近くで、市政
と市民をつなぐ存在になります。

前
ま え だ

田　隆
たかひろ

博

堤・①

第１次産業活性化が小林を変える
第１次産業→第２次産業→第３次
産業→福祉、医療、子育て支援の
充実→豊かさの循環→不変の鉄則

舞
ま い た

田　重
しげはる

治 真方・①

市民目線の立場で、公正で一人一
人を大事にする市政。健康で、生
き生きとした小林を目指し、頑張
る決意でございます。

竹
たけうち

内　龍
りゅういちろう

一郎

議長副議長

を 紹 介 し ま す

5月１日からの新しい

市議会議員
４月 21 日、平成 31 年小林市議会議員選挙が行われ、市議会議員 19 人が決まりました。

また、５月 15、16 日には臨時会が開催され、議長、副議長、各委員会の委員が決定。
詳しくは８月に発行される議会だより「はなみずき」に掲載します。

今回は、改選された市議会議員の意気込みを紹介します。

（掲載は議席番号順。敬称略。丸数字は議員経験期数（旧市町村からの通算）。住まいは大字で表示）

６月定例会のご案内
・開 会 日　６月 14 日（金曜）10 時～
・一般質問　６月 17 日（月曜）10 時～

　どなたでも傍聴できます。
　インターネットでもライブ配信予定。


